


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ませたこと 証明している。様式はまったく同じではないが、六 集団の関与する廻 供養ではこうした文
書
が作成
。
されたのである
文
書
ロも
算用等が済んだことを記してい
るので、諸掛りの清算を するためにも、 書
。
が必要とされたのだと思われる
このときの供養行事の様子については、再々触れる少林
寺先住夫人の文章に興味深い記述があ 。
その時、三原の寺日ケ寺、諸国から集まった行者六
部 
200
人以上で、 
3
日間法要が行われ
『これ以上
。
大いなる行事は他になし
」
との書き物も残っている
人の重みで、寺の床が抜けはせぬかと心配したそうである
。
朝の十時から昼三時まで 御祈祷
法要が続けら
れたが、米の出来ない須波で却俵の米を調達し、大
(幻}
変な物入りでもあったらしい
。(
西原種樹氏談)
OO
西原種樹氏とあるのは須波の村氏神社の宮司(故人)で
。
ある
源治郎の廻国供養は、このように、地域社会のなか
で語り継がれる特別な出来事だったのである。集まった六部
二 
人以上などとある数が実数かどうかは確認する術
はないが、伝えら ているような雰囲気の法要が行われたことは事実 あろう
。残念ながら、「これ以上大いなる行
(盟旧
事は云々」を記すとい 「書き物
」
は確認できていない
。
。
少々興味深いのは、供養の
二
日後の次の請取証文である
覚
一金壱
両
銀札
三
拾目也
右者源次郎殿供養之残金、憤ニ請取申候処実正ニ御座候、伺而知件
元治元年子八月九日
脇願主浄心(印)
世話人嘉太郎  
)

居合同行中

村世
話
人和
三郎様
/
同松
三郎様/
同力蔵様
近世末期、御室配下の六十六部集団について
Jì、
五
文
皆
川叶
供養の残金の金
一両
と銀札
三 
目が、村世話人から脇願
〔〕
。
主浄心らに引き渡されている
勧進によ
って集ま
った資金
。
の一部は、六部集団の収入になったということである
こ
のほかにも、年月日を欠き、委細も不詳であるが、願主源治郎と会所や役附居合中と あいだで
金子
のやりとりが
あったこ を示す文
書が残
る 
文
書
却)。
(
。
さて源治郎は、この供養をもって「隠居」することになる
〈也紙
〉
「隠居免書壱
通」
同見
一芸州豊田郡須浪村源次郎ト申同行、満願供養成就仕、今度隠居被願出候処、早速役附中御承知致、何角諸掛物之
義口差
免者也、病
気
見舞死去之義
ハ相掛不申
候、此宗承知可被致候、侃而如件
元治元年子八月日

芸州出張会所(印)

守浄心 
(
(

印)
/
惣代嘉太郎 
印 ) 
/
役附 
/
居合中
御室御所見廻役
吉
川孝道(印) 
O
同村源次郎殿〔文書店〕
以後
「諸
掛物」(種々の上納金であろう)を免除すること、
病気死亡の際にも関わりをもたないこ
とが確認されている
ところからすると、源治郎はこれをもって組織を離脱したとみられる
。
ひとりの六部が長期にわた
って各
地の廻
国供
養塔に名を刻
む例は稀ではなく、職
業的な六部のな
かには
長く組織に どまって活動を続ける者もいたらしいが、源治郎の場合は家郷の生活に復帰することを選択したということである。ただし、この二年後の慶応二年(一八六六)、なぜか源
。
治郎はふたたび笈を入手してい
覚
一此度芸州賀茂郡小用浦観
音堂ニをいて同行立合のう
ゑ、笈仏本そん地蔵菩薩、佐伯郡浄心殿ヨリ同国源二郎殿へゆ
すり引仕候、右礼金値ニ受取申候、以上
慶応 年
寅三月四日

立合鉄五郎(印) 
/
嘉太郎(印)

ゆすり主

浄心 
(
印) 
、一、 
t
戸
-2ノ 
ノ
豊田郡源治郎殿〔文害時〕
供養の脇願主であった浄心が譲り主である
。
さきの笈が
弘法大師を本尊とするものであったのに対し、今度は地蔵を把る笈であった
。「
御定目」の五か条めに、笈仏は行者
の信仰に任せ云々とあるとおりなのであろう
。先述の念仏
への傾斜という側面とともに、近世 六十六部が法華経信仰という理念からおおきく遊離していることがあらためて知られる。再度の笈入手に至った事情は詳らかではない
。
ただ、こ
のさらに二年後の慶応四年には四国遍路を名目とした往来手形(文書げ)を取得しており、さらに明治四年(一八七
一)
七月二十
一
)も残
日付の伊予今治浜の船揚り切手(文書問
しているので、源治郎には巡礼の旅への強い思いがな
。
あったのかもしれない
O
まとめ
安芸国須波村源治郎の六十六部としての活動に関わる二 
点の文書を追っ
てみた
。冒頭に述べた
ように、近世末
l
期、仁和寺の配下に職業的な六十六部の組織が存在したことはすでに明らかであったが、ひとりの行者について、組織への加入に始まる一連の文書が残り、組織とその構成員のあり様が多少なりとも
具体的に窺えるような例は(わず
かに先述の鳥谷紹介の事例を除けば 
)、これまで知られて
。
いな った
これによ
って、職業的六十六部の組織の実態
。 
の
一面が浮かび上がってきた
①
まず、六十六部集団には
「御天蓋着」という加入札が
。
あった
源治郎の例をみる限りでは、仲間入りの希望が伝
えられるとただちに廻国先に仲間が集まって行われたらしい。「
天蓋」は六部集団の構成員を呼ぶ語であったとみら
れるが、儀礼の名からも、天蓋 
(笠
)
がシンボルとして機
。 
能して たことが窺える
②
新参者のなかには、京都の惣会所勤めを経験する者も。
いた
源治郎の場合、御天蓋着ののち、御定目
・天蓋の授与、
さらに「順行」の認可まで三年半以上か ってお 、この
。
間は京都の惣会所に詰め 御室御所への奉公をしている
。
一種の修業期間であったとみられる
また、この問、おそ
らく京都近辺で勧進に従
事
していたのであろう、組織に対
する上納金を納めており、こ も地位獲得 めに必要な
近世末期、御室配下の六十六部集団について
。 
ことであったに違いない③
笈は、かならずしも順行の最初から所有していたわけ
ではなく、ある段階で、組織内で(おそらく上位者から 
)
。 
譲られるもので ったようである④
廻国供養の執行には、村方の協力とともに、六部集団
の大きな関与があった
。供養の場には組織内の六部が多数、
参集し、立ち会っており
資金調達の勧進も彼らが担った
。
とみてよいであろう
あるいは、供養の執行自体、源治郎
個人の発願と うよりも、実質的に六部集団が主導した可
《四}
能性を考えなければならないか しれない
。他方、
仁和
寺
も供養に役人を派遣してお 、その関与は允可を与えて上納金を得るといった形式的 ものに留まらなか
。 
⑤
勧進で集めた供養費用の残金は六部集団に引き渡さ
。
れ、組織の収入となった
これは組織の重要な収入源のひ
。 
とつであったと思われる⑥
六部集団には、京都の惣会所のほか、地方ごとに出張
。
所(出張会所とも)がおかれ、役付によって差配されて たこれは、明治四年のいわゆる六十六部 禁令に至る一連の文書(
『公文録
」所収)からある程度は知られたことではあっ
。 
たが、より具体的に裏付けられた
J¥. 
七
二 
O
、仁和寺の関与はまちがいな
徳島県つるぎ町・東福寺美術館蔵の笈に付属する木
、裏面
御免総会所(印
)三
三
月
O) }¥. 
}¥. 
)
には、中絶していた六十六部支配
以上、近世末期の職業六部たちが想像以上に組織だった
仕組みをも
って活動
していたこと、仁和寺の関与が小さく
なかったことがみえてきたかと思う
。
ここに現れてきた
(3)
安政四年の廻達(前掲註 
1 
どう
(4)
会編は者平右衛門 
/安政七申年(一八六 
(5)
この字句は、目下、以下の四基の廻国供養塔でも確認している
。
N-HMTN)
を復活させるとある。御室の六十六部支配を明確に裏付ける史料は、目下のところ、ほぼこの廻達以降のものに限られている
六十六部は、もはや単なる巡礼者ではなく、あきらかに本
。
山・本所の配下にある身分
集
団であった
山伏・陰陽師
虚無僧
等
々、近世のさまざまな身分集団のあり方のなかに
が、廻国納経帳で仁和寺の請取を特別扱いする様式が天明期から確認されるので(市村幸夫
快順の廻国納経帳」
郷土てん
「
・
一三
、二
OO
。
武田和昭
「四国辺路の形成過程
五年
」一
一
l 
gSPOONg)
六十六部を位置づける作業が、課題として浮上してきたと
。
いえよ、っ【】註
lll
OO
(
)
日野西
良
定
「高
野山の六十六部史料
」
巡礼研究会編
『巡礼論

集 
2
六十六部廻国巡礼の諸相」岩図書院、二 
三年、二一一一
 
|
二二二頁。ここで紹介された史料は写しであるが、福井県三

国町
・性海
寺
には安政五年七月付の廻達の原本が所蔵されてい

る(福井県文書館。 
。群馬県東吾妻町・顕徳寺にも

写しが残る(群馬県立文
書館
司∞ドゲ由

)。 
(
)小嶋博巳
「明治初年の六十六部の本山問題 
図書院、二 
二
一年、二六五
頁)
く十八世紀後半に遡るであろう
O
。
ちなみに、東叡山寛永
寺
につ
。
いては同様のことがすでに十八世紀前半からみられる
札
センチ)に、表面
御室御所御支配「
「文久
二成年
(一
八六
二)
」
)三百
八月執達所(印図古志郡中村
/金
益
世六部の廻
八拾
三番/六
十六部回
」
の
墨
書がある(
小嶋博巳
国行者
/
越後
「近世末期の渡
国
と作
善」
愛媛大学「四国遍路と世界の巡礼
『巡礼の歴史と現在
」岩
図
書
院、二 
O
二二
年
)。同
様のも
のは群馬県渋川市の狩野新作家文
書
中にもあり、こちらの裏面
「
百拾八番 
/
上州勢田郡津久田村 
/
行
る仁和
寺
の六十六部支配の終駕と六部集団 
||
『公文録
」
にみ
」『生活
文化研
」となっている(群
馬県立文書館
。 
究所年報
」二
五、ノートルダム清心女子大学生活文化研究所、
二一
年
。 
出ム 
『
」
岩
(高三八」
研究
2 
かつて論じたことがある
。
礼研究会編
『巡礼論集
2
二 
三年。前
掲註 
4
の拙稿も参照されたい
。 
鈴木栄三校注「日本九時修行日記生活史料集成」第二巻、
三一世一房
OO
①宮崎市上北方(岩戸神社石段登口)
・安政四年銘塔、②真岡
市下大曽(薬師堂墓地)・文久二年銘塔、①丸亀市垂水町(垂水茶堂跡)
紀年不詳塔、@富田林市宮甲回(錦織神社鳥居脇)・・
紀年不詳塔。このう弘⑥には「京都元締」「閑八州見廻」「役付中
」
(9)
など、④には
「大阪会所」「元締」
「惣
代
」「
取締役
」などの刻
字が見える。 
小嶋博巳「近世六部の組織性
」
六十六部廻国巡礼の諸相」
岩田舎院
」宮本常
一ほか編『日本庶民
、一九六九年、
三
0
・ 
三
出雲国遅江村の庄
E
四一
.一
一頁
ほか
。
、
(6)
能方幸子
少林寺の六十六部碑について」『わが町三原」四「
三
OO
みはら歴史と観光の会、一九九四年、九頁。
(7)
佐渡周造と備後市平は官岡崎市飯塚町
安政五年銘塔に、備後文・
助は長野県宮田村
・嘉永元年銘答、仙台市青葉区
宮町(清
浄光
院)・嘉永五年銘塔、みどり市大間々町大間々(光栄寺)
・文久
二年銘塔および館林市大島町正儀内 
(奉昌寺)・慶応年間銘塔に、
それぞれ多数の助力者の一人として登場する
また、野州弥
吾
。
七は、廻国の途次で客死したらしく、椅玉県小
川町
中爪
(普
光

寺)に因幡の六部による文久二年銘の供養塔が立つ。なお、筆
者は廻
国供
養塔約八七 
件の情報を「廻国供養塔データベー

ス」(第三版)として公開しており、以下、廻国供養塔に言及
する際には、繁を避けて情報源の提示はこれに譲るこ とした
ν・ 
(8)
職業的な六部が廻国供養への関与を生業としていた可能性は、
近世末期、御室配下の六十六部集団について
(叩)鳥谷芳雄
「近世六十六部の集団形成五、二
(日)早川正司氏調査
、
(ロ)小嶋
「近世六部の組織性」(前掲註
(日)日野西英定
高野山の六十六部史料
化財』一
一一
「
||
吉・新太郎の
例から||
」島根県教育委員会文
化
謀編
二年
、島根県文化財愛護協会。
館山市大井・嘉永五年(一八五二
)銘塔
O
8)
、六九|七
二頁。
」ほか、前掲註
l参照
この廻遠のとおりであれば、六部集団は淑治郎が仲間入りしたのちに御室配下に復帰したことになる。 
2 )、一
(日)同右
一一一
一頁。
(凶)安政七年三月、上州勢多郡津久田村行者平右衛門宛 群馬県立
、
文書館 
凶)
で触れたように
ムいや戸
\
。註 
4
ここには鑑札も
。
残っている
(げ)なお村上紀夫は、この写し霊場の整備のための勧進を行なった
E'HN
小嶋
明治初年の六十六部の本山問題」(前掲註、
(M)
:fL 
「
}¥ 
巡
、
『季刊文。
。なお、一五頁
。
((( MM
二OO 職業的遍路が仁和寺から四国遍路の
「惣大先達
」
に補任された
一件を紹介し、仁和寺が
六十六部に対すると同様の支配を遍路
に対して行おうとしたとする興味深い指摘をしている
村上紀。
V
夫
『近世勧進の研究
」
法裁館、
年、
二
三
三
|
二三
八頁
。 
一O
二OO
(同)
片山庶祐
『諸日
記」
安政四年九月四日条
(早
島史料大庄屋
日記編集委員会編
『早島史料大庄屋日記 
』早局
町教育委員
会、
一九九三年、九二
頁 
)
安政五年
二
月
二
十五日
「御室御所大師
。
二O二
堂修理のため六十六部行者念仏修行につき廻達
」 
(『広島
県
史」
近世資料編 
、広島
県
一九七九年、九
一O
頁)
、
。 
E
(
)数人連れの六部 写真は、たとえば以下の文献で見ることができる
池田政敏編
『外人の見た幕末・明治初期日本図会(文化・
。
、
」
春秋社、
〔一
一
モ 
コレクション
/写
真編百年前の日本
』
小
学
館、 九八
三
年、
景観篇
)
八年
九五五年
〕
八頁
。『
ス・
。
i
一八
O
頁
後藤和維ほか編
『読
者所蔵
「古い
写真」
館」朝日新聞社、

一九八六年、
七
頁。
 
初)
能方
幸
子「少林寺の六十六部碑について
」
(前掲註
 
。
6)
幻)勧進帳が残る例がある(小嶋博巳「隠岐西ノ
島
の廻国行者史料」
『ノートルダム清心女子大学紀要』文化学編、
二
五巻
一号、
一年
)。
辺)近世の六十六部が念仏
信
仰(浄土
信仰、阿弥陀信仰)に大き
(お)目
下、阿波市市場町大野鳥の文化十三年(
一八二ハ
)
銘塔を初
出として、明治初年までの廻
国供養塔の四 
1
五パ
ー
セントにこ
れが確認できる
。
(お)
『二宮町史」史料編 
E
宮
町 
栃木県)、
五年、
近世、二
(
五人 
|
五八一頁。問、通史編 
近世、二 
八年、三二六頁
。
ただし、「在判」などとあり、
写
しである
この供養にともな
。。
い造立されたのが、
註 
5
に示した 
②
である
O 
。
(幻)能方
」
(前掲
)
幸
子「少林寺の六十六部碑について
註 
6
(お)こうした廻国供養の祝祭的な状況については、あちこちで
類
似
E
OO
二OO |
く傾斜していたことは、廻国供養塔の意匠をはじめ、
種々
の史
料に窺える(小嶋博巳
「石
造
物からみる近世の六十
六
部
」『
日
本の石仏
』
一四七、日本石仏協会、二 
一一一一年、八
|
頁
)。
(幻 
一之助という
六
部は、
)安政四年九月、備中早島領に現れた江戸御室の八十八カ所修
磁
のために村々
「カクヤ 
(隔夜 
)
打
度」
と
申し入れ、また
翌
年
二月には備後
福
山落領の村々に対し、同じ
目的で
「四十八日間念仏修行
」
をするので便
宜
を図
っ
てほしい
旨、
「御
室
御所御支配取締役人星野上
総
」より申し入れがなさ
れている 
(前掲
註
児)。 
(
)
小嶋博巳
「縁起と巡礼|
|拘萌転生
諒
と六部た? 
」『
説話
・
伝承
学」一
七、説
話
・伝承学会、二 
九年、六六上ハ八頁
。 
OO
O
一O
M
九
。
(mU)
。
の伝承を聞くことができる
聞き取りで具体的に復元すること
は困難であるが、 れを記録した史料の発見は期待してよいのではあるまいか
。
おおよそ文政期以降の廻国供養塔では願主が他国者である
事
例があきらかに増加
し
(十八世紀には全体の一割程度であった
が、一八二 
0年代以降は全体の四分の一を超える)、また十数
人から数十人規模の集団が助力者として関与した例が目立つようになる
これらは職業的六部集団が廻国供養を主導したもの
。。
であろう付
記
小稿を成すにあたって、史料所蔵者の松岡秀人氏、なら
びに少林
寺
御住職
峯岡俊徳師には格別のご高配を賜った・
。
また、そもそも源治郎の供養塔は、藤井英樹氏のご教示によって知り得たものである
記して
三氏に深謝申し上げる
。
。
近世末期、御室配下の六十六部集団について
九
